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当該団体値（当該値）
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全体総括

　経常収支比率や，料金回収率は100%以上になって
おり，流動比率も高いことから現状では安定した経
営ができている。
　さらに安定した経営ができるよう，費用の削減に
努めるとともに，給水先事業者に契約水量を増加す
るよう働きかけを行う。
　今後は施設や管路が法定耐用年数を迎えることに
より，多くの更新費用が必要となってくるため，老
朽化の度合い等により，優先順位を検討することに
より，年度ごとの費用が偏らないよう更新の計画を
行う。
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当該値 62.94 64.60 66.25 67.82 69.39
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2. 老朽化の状況

平均値 52.60 52.54 50.81 50.28 51.42平均値 35.78 35.91 35.54 35.24 35.22平均値 45.86 42.50 42.19 44.55 47.36平均値 91.03 100.16 100.54 95.99 94.91

当該値当該値 52.08 50.77 53.69 57.00 58.39 76.67 76.67 76.67 76.67当該値 27.53 22.40 20.07 25.20 30.00
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2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は，年々増加傾向にあ
り，類似団体と比較しても高いことから，更新を迎
える施設や設備が多くなっているため，計画的に更
新を進める必要性がある。
②管路経年化率は，現在では法定耐用年数を迎えて
いる管路がないため，0.00%となっているが，将来
的には更新の必要性があるので，管路以外の施設も
含め計画的に更新を進めることにより，費用を平準
化し安定した経営に努める。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 122.72 126.15 118.99 112.09 109.82
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平均値 446.61 430.97 536.28 514.66 504.81平均値 797.95 742.59 549.77 730.25 868.31平均値 102.41 101.87 115.82 118.97 121.15平均値 117.77 118.03 120.00 113.67 110.79

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は，100%以上となっており健全性を
保っているが，施設の修繕等で経常費用が年々増加
しているので，計画的に修繕を行っていくことで，
費用を平準化していくことが必要となる。
③流動比率は，類似団体と比較しても高く，短期債
務に対する十分な支払能力がある。
⑤料金回収率は，100%以上となっており，給水収益
で必要な経費を賄えている状況になっている。
今後も100%以上を維持するために，経常費用の削減
に努める。
⑥給水原価は，経常費用の増加に伴い上昇傾向にあ
る。類似団体と比較しても高いため，維持管理費の
適正化に努める。
⑦施設利用率は，一日平均配水量の増加により上昇
傾向にあるが，類似団体と比較すると低いため，施
設の更新の際には，最大稼働率や負荷率等も含めて
適正な規模となるようにする。
⑧契約率は，類似団体と比較しても高くなっている
が、今後は給水先事業者に契約水量の増加を働きか
けて、契約率を増加させるよう努める。

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 124.61 127.98 120.29 112.99 110.57

- 99.4 3 1,150 非設置 【】
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経営比較分析表／団体全体（平成30年度決算）
茨城県　笠間市

【事業概要】
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①有形固定資産減価償却率(％) 
【58.53】 
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②管路経年化率(％) 
【45.47】 
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③管路更新率(％) 
【0.16】 
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③流動比率(％) 
【450.05】 
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④企業債残高対給水収益比率(％) 
【246.04】 
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⑤料金回収率(％) 
【114.16】 
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⑦施設利用率(％) 
【55.52】 
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⑧契約率(％) 
【77.10】 
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②累積欠損金比率(％) 
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①経常収支比率(％) 
【118.92】 

1 / 1


